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　筆者らはさきに「ハチカミ」病に侵されたスギ材より

Cθ助α20功0〃舳菌を分離し得たことを報じたが5），こ

の菌の病原性についてはなわ明確にし得なかった．そこ

で今回は健全樹に対する接種試験を行ない，さらに菌の

生理的性質および材質の物理・化学的な変化を検討した

ので報告する、

　本実験を行なうに当り供試スギ材につき便宜を与えら

れた前松江営林署長横山博一氏，ならぴに現署長小林光

雄氏に深謝の意を表する．また恒に御援助を頂いた本学

遠山教授および成日ヨ教授に感謝する．

0卯尻αZ08ρ0r肋㎜菌の接種

　／959年6月24日松江営林署朝酌苗圃にある6～8年生

の健全スギに対し，Cψ加10∫カ0”舳菌の接種試験を行

なった．接種源は乾燥した木粉に／％しょ糖液を加え，

適当な湿度とし，殺菌後，さきに分離したCθ助α20ψ0ト

ク舳菌を植えつけ，28．Cで70日間培養したものを用い

た．接種法としては樹幹の地上約20，ア0，／00cmの高

さに生長錐で心材に達する孔を穿ち，上記接種源を詰め

込み，コルク栓でふたをした．対照区には菌を培養しな

い殺菌木粉を用いた．各区6本すつ用意し，6ヵ月間放

置した後，／2月25日，2本ずつ伐採したものにつき変色

部の調査を行なった。

　／％0年には前年と同様にして作った接種源を用い，第

／図に示すような試験区について接種を行ない，接種後

はラノリンを塗布して外気と遮断し，後適宜補修した。
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A：対照区，B：接種区

Z：心材に達する孔を水平位置で3cm間隔に2本

X：辺材で止めた孔を1本

W：樹皮のみを剥いだもの

1回の接種はa～eの5本，4月5日，6月17日，8月20日，

10月7日の4回接種した。各接種点の間隔は20～40cm，それぞれ異な

つた方向から生長錐で孔を穿つた。

　　第／図　／960年に行なった接種試験区

／1月／7日伐採したものについて前年と同様，変色部の調

査を行なった。両年にわたる試験の結果は第2図および

第3図に示す通りであった。
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1960年接種　（B）・／956年接種
（符号は第／図参嵐矢印接種点）

Cψ肋10sρ0舳榊菌接種によるスギ材変色部縦断面図

A　1959年試験片（矢印接種部） B　1959年接種部より5．5cm下部

C　l％0年接種試験片，辺材で止めた孔を穿った　　　　　　　D　組織申の菌糸（矢印）
　区／4月接種対照区　24月接種区　36月
　接種区　48月接種区　510月接種区
　6．自然発生変色部

　　　　　　第3図　Cθ〃α20功0”舳菌人工接種による変色部わよび組織申の菌糸
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　この結果から両年とも生長錐で孔を穿ち木粉と共に菌

を接種した区で自然に罹病したスギ材と極めて類似した

変色部がみられたが，樹皮のみを剥いで接種した場合に

は樹皮を剥ぐときに生じた切傷部以外にはほとんど変色

部が認められなかった。しかし／％0年接種試験対照区に

も同様な変色部があらわれた．菌接種区の組織申には菌

糸が認められたが，菌の再分離についてはなお不明の点

があるので目下検討申である。

0幽伽Z0理0γ肋醐菌の生理的性質

　／）　菌糸の発育と温度　菌糸の発育に及ぼす温度の

影響をみるため，馬鈴薯煎汁寒天培地（PH5．5）一を用

い，各種の温度における分離菌の発育菌叢直径を測定し

た。

　第1表に示すように，本菌は比較的高温を好み，36．C

においても発育することがわかる。また発育最適温度は

28．C附近と考えられる。

　3）　菌糸の発育と培地の水素イオン濃度　菌糸発育

に及ぼす水素イオン濃度の影響を明らかにするため，各

種水素イオン濃度の馬鈴薯煎汁寒天培地上での発育菌叢

直径を測定した．　（培養温度28oC）

第3表Cθ助α10功0舳榊菌菌糸発育に及ほす

　　　　水素イオン濃度の影響

・・1・日目菌叢直径（・・）ll・日目菌叢直径（・・）

3．0 6．3 20．／

4．0■ 12．4 29．9
5．0 10．6 25．／

6．0 9．1 23．0
6．7 8．3 21．8
7．8 7．6 ／7．8

8．8 6．4 ／9．／

12日目菌叢直径（mm）

第／表Cψ伽2o功o伽物菌菌糸発育に及ぼす温度の影響

~~:~~ ('c) 
1 2~I ~~l~T~:L~~~~~i~ 

(mm) (mm) 
14 5.5 ' 7.5 
16 5.9 15.8 
18 6.0 19.7 
20 6.5 19.4 
22 8.0 2~ . 1 

24 6.4 22 , .~ 

26 12.0 28 . 5 

28 12.4 29 . 5 

50 11.0 26 . 4 

52 8.6 20 . o 

54 6.0 
56 6.rJ 

　第3表に示すように，本菌はきわめて広い水素イオン

濃度範囲で発育し，最適水素イオン濃度はpH4．0附近と

考えられる。

　4）　分生胞子の発芽と温度　本菌の分生胞子発芽率

は蒸留水，しょ糖溶液，スギ材の煎汁申で極めて不良で

あったが，2％アスノ、ラギン溶液申（PH5．0）では比較的

よく発芽したので，この溶液申に胞子を懸濁し，懸滴法

により各種の温度で24時間保った後，発芽率を測定した．

第4表C功加1o功o〃榊菌分生胞子め発芽に
　　　　及ぽす温度の影響

　2）　スギの心，辺材上における菌糸の発育　スギの

心，辺材粉，夫々10gに対し，蒸留水および1％しょ糖

溶液40ccの割合で加えたものをペトリ皿に入れ，殺菌

後，菌を檀えつけ，28◎Cの垣温器申に保った．菌叢の

直径を一定期間後に測定した．

　第2表に示すように蒸留水，しょ糖液共に心材より辺

材において菌糸の発育が良好であることを示している．

しかし，しょ糖液を添加しても発育には大きな影響はな

いものと考えられる．

第2表　スギ心，辺材上でのCψ伽10功0グ肋刎菌菌糸発育

辺材（mm）

温度（。C） 測定総胞子数 発芽胞子数 発芽率（％）

／4 1，064 10 0．9

16 1，829 350 ／9．1

20 3，453 954 27．6
24 4，793 1，7ア7 37．1
26 3，390 1，506 44．4
28 2，491 1，130 45．4
34 1，179 342 29．0
36 2，045 15 O17

培養日数 心材（mm）

第4表に示すように，分生胞子の発芽は菌糸の発育と

同じく，最適温度は28．C附近であった。

　5）　分生胞子の発芽と水素イオン濃度　2％アスパ

ラギン溶液の水素イオン濃度を規正し，胞子懸濁液とし

発芽実験を行なった。懸滴は28．Cに保ち，24時間後に

発芽率を測定した結果は第5表に示した。

　第5表Cψ加1o功o〃肋菌分生胞子の発芽に
　　　　　及ぽす水素イオン濃度の影響

添加溶液

蒸　留　水

しょ糖液（1％）

／5

23

15
23

26
40

28
39

32
46

35
42

・・1測定総胞子数 発芽胞子数 発芽率‘（％）

3．0 1，9ア8 2ア 1．4

4．0 2，224 1，606 72．4
5．0 2，／25 609 28．7
6．0 700 226 32．3
6．8 2，450 1，048 43．1
7．8 ／，089 63 5．ア

8．6 2，336 ／56 6．7
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　発芽率は酸性，アルカリ性の両端では悪く，その最適

水素イオン濃度はpH4．0附近であった．

　6）　BAYENDAlMM氏反応　フエノール性物質を馬

鈴薯煎汁寒天培地に添加し，菌を檀え付け，28oCで9目

間培養し，培地申にあらわれた変色部の直径を測定した

結果を第6表に示した。

第6表0ψ肋10功07z㈱菌のBAYENDAMM氏呈色反応

添加フェノール物質 濃度（％） 菌叢直径 呈色部直径
（㎜m） （mm）

ピロカテキン 0．03 8．1 3／．8

ハイドロキノン 0．01 13．3 0レゾルシン 0．05 10．5 0
ピロガロール 0．03 14．9 53．6
没食子酸 0．05 16．0 54．2
タンニン酸 0．05 16．9 52．8

対照区（無添加） 11．8 0

　第6表の結果より本菌は特定のフェノール性物質を酸

化する酵素を持つように考えられた．

変色材の物理。化学的変化

　1）　琴色材の縦圧縮強度　195ア年松江市本庄町で採

取した「ハチカミ」一罹病スギ材5）の変色部と変色しない

健全部から2×2×4cmの大きさの木片を取出し，この

申から均一な材料について縦圧縮強度および気乾比重を

測定し，第7表および第8表に示す結果を得た．

　統計処理により有意差を認める区もあったが，いずれ

も平均値の差は極めて少さく，標準偏差を考慮に入れれ

ぱ健全部と変色部の間に大きな差はないものと思われ

た。

第7表 白発然生「ハチカミ」病被害木の樹高別による健全部，変色部の縦圧縮強度比較

樹　　高 測定部位
測定値（・・）平均（駄

標準偏差
分散計算値（F）

同　理　論　値ぜ一危険率5弘　n1　　〃　1％

判定 計算値t 理論値　t 判定

　I50～　110cm 健全部変色部
…．・（糊…．／（搬

士24．0士27．3

1．289 鴫一姜二繋
無
意
無
意

1．457
・。。一…＝甥

無意

　皿120～　230cm 健全部変色部
・！・．・（糊…．・（髪1二套

士17．3土21．4

1．518
・ll一…二§1

2．958
　　2，060t・・＝2．787

有意

　皿260～　365cm 健全部変色部
・・4．・（搬…．・（毅二1

±10．2士29．9

8．623
・・1一葦：竈

有意 一 「 一

　1V50～　365cm 健全部変色部
…．・（獅…．・（茅ム：参

±19．9土28．8

2．090
・蓑一1：譲

有意 ・ 一 一

第8表 自然発生「ハヂカミ」病被害木の樹高別による健全部，変色部の気乾比重

樹　　高 測定部位 気乾比重平均（駄 標準偏差
分散計算値（F）

同　理論　値F・・＝危険率5％n1　　〃　1％

判定 計算値t 理論値t 判定

　I50～　110cm
健
全
部
変
色
部

・．・！・（1二鋸・．…（1二鑑

士0，027±0．028

1．054
・ll一姜：鶉

無意 1．15 …一；：罧 無意

　11二120～　230cm 健全部変色部
・．・1・（1二鑑・．！！・（1捌

±0，023±0．035

2．321
・1l一…二塞1

無
意
有
意

2．45
・。。一萎二織

有意

　皿260～　365cm
健
全
部
変
色
部

・…1（11銘・．…（1：墨；
±0，02／±0．037

3．08
・・1一葺二竈

＾ ， 一

　w50～　365cm 健全部変色部
・．…（1：鑑・・…（1：裂

±0，026士0．032

1．604
・l1一三二竃

無意 1．49
　＿2，000㌔ド2．660

無意
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有思差の認められる区ではいずれも変色部が健全部に比

べ大きな平均値を示した。

　2）　変色材の顕微化学的観察

　／959，”60年の接種材について，細胞膜申のセルロー

ズ，リグニン，フェノール性物質の増減を調査した．．変

色部および健全部について第9表に示すような指薬によ

る発色呈度の濃淡により顕微化学的に観察した．

第9表 Cψ肋20功0仰肋菌接種による変色部のセルローズ， リグニン，フェノール性物質の顕微化学的頚察

呈色　物　質

セルロ　　ズ

リ　グ　ニ　ン

フエノール性物質

発　色指薬

　　　　4）
Zn－HC1－J

　　　　　　4）
J－JK2－H2S04

　　　　4）
C1＿NaN02

　　　　　4）
Mau1e反応

　　　　　　　　・4）
Ph1orog1ucmo1反応

　　　　3）
銀　反　応

試　　験　　区

菌接種区1嚢議

対照区魔繋

菌接種区／嚢議

対照区／嚢議

菌接種区騰繋

菌接種区騰繋

対照区／嚢鶴

菌接種区1嚢議

対照区／嚢議

菌接種区／嚢議

対照区／嚢鶴

灰　褐　色　部
（接種点より
0．8～1．0cm）

㊥
十

十

十

①
十

十

十。

①
十

①
十。

十

十

㊥
十。

十

十

㊥
十。

十

十

黒　褐　色　部
（接種点より
2．5～4．0cm）

十

十

十。

十

■？

十

十
十

十

十。。

十

十

十

十

十

十〇

十

十

十

廿

十
十ト

淡　褐　色部
（接種点より
4．7～10．5cm）

十

十

十。

十

一H一

十

十

十

十。

十。。

一H一

十

十

十

廿
廿

十

十

十

廿

十
十ト

①　この部分の発色呈度を比較の基準とした．

十。。十。十　十◎廿の順で濃色となる。

　セルローズは変色部でわずかに少ないように思われた

がリグニンと同様，大差があるとは思われなかった．こ

れに比べ，フユノール性物質は変色部で健全部に比べ比

較的多いように思われた．

　　　　　　　　　考　　　　察

　／959年，’60年の両年にわたる接種試験の結果から，

Cψ加105クo伽榊菌を健全材に接種すると白然に罹病し

た「ハチカミ」病と類似した変色部があらわれた．しか

し，／960隼に対照区においても同様な変色があらわれた

ので，この菌が変色部の発現に関与するか否かは菌の再

分離試験を繰送し行なわれなけれぱ明確にし得ないであ

ろうが，CHIARAPPA1）はフトウで同様な変色を起す病

原菌として0θ肋020功0”舳を見出して居り，筆者らの

観察結果と類似している．またDENYER2）によって，

ツガの一種（乃〃9α加”0ク妙”α）にもこの属の菌によ

る病害が報告されている．

　1960年の接種試験によって，樹皮のみを剥いで接種し

ても変色は起らず材部に達する傷より起ることが明とな

った．これは「ハチカミ」病が昆虫の食害部に認められ

ることと符号するように思われる．

　Cθ助α1o功o”舳菌はかなり高温を好み，広い水素イ

オン濃度範囲で発芽，発育するが28．C，pH4附近が最

適のように思われる。

　自然に罹病したスギ材変色部でも健全部に比べ，セル

ローズ，リグニンの含量に大差がないことは圧縮強度，

気乾比重等の物理的性質に大きな変化がないこととよく

一致するものと考えられる．圧縮強度は変色部でわずか

に大きい傾向さえみられるのは変色部で秋材が異常発育

しているためであろう。Cψ加20sカ0”舳菌がフェノー

ル酸化酵素を持っていること，および変色部組織でフェ

sokyu

sokyu
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　ノール性物質の呈色反応が強くあらわれることとは変色

　を起す原因となんらかの関係があるように思われる．

　　以上の結果から「ハチカミ」症状を呈する材では材質

　に大きな変化はなく，材の不規則な発育と変色が重要な

竃問題であり，この点については今後の研究が望まれる．

　　　　　　　　　　抽　　　要

　　1）　／959，■60年に「ハチカミ」病被害部より分離’

　されたCψ加20功07加肋菌を健全樹に接種した結果，自

然にみられる被害部と類似した変色部が認められたが，

対照区においても同様な変色があらわれた．

　2）　変色は材に達する外傷の周辺に起り，樹皮のみ

を剥いだところには認められなかった、

　3）　Cθμo10功0伽肋菌分生胞子の発芽，菌糸の発

育は28oC，PH4附近で最も旺盛であり，14．C，鮒C，

pH3．0，8．6でなお発芽，発育した。またフェノール酸

化酵素を持つと思われた．

　4）　変色部および健全部の細胞膜申，セルローズ，

リグニン含量には大差なく，フエノール性物質は変色部

で健全部より多かった。

　5）　変色部の縦圧縮強度は健全部に比べ大差なかっ

た．
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S哩㎜㎜破y

　Prev1ous1y，the　wr1ters1so1ated．Cθ助α1o功or伽刎sp　from　cryptomer1a　affected　by　the　so伽11ed．

“Hach1kam1”d－1sease　Durmg1959－1960，th1s　fungus　was　mocu1ated．to　som（1tr皿nks　of　cryptom－

er1a　by　bormg　or　by　strユpp1ng　the　bark　On　s1xth　month　after1nocu1at1on，s1m1工ar　stammg

］ust　as　natura11y　occured　brown1ng　was　recogn1zed．around1nocu1ated　and，nonlnocuIated．parts

　Th1s　fungus　grows　and　germ1nates　at　rather　h1gh　temperature（Opt　temp28oC）and－1n　w1de

range　of　hyd－rogen＿10n　concentrat1on（Opt　pH40）。

　From　the　h1sto－chem1ca1observat1on，ce11u五〇se　and．11gn1n　contents　m　the　browned．t1ssue　seem

to　be　same　as　sound　tエssue　These　resu1ts　may　correspond　wヱth　the　non＿s1gmf1cant　d1fference　of

the　compress1ve　strength　between　the　brown1ng　and．sound　wood　　The　pheno1substances

1ncrease　at　brownmg　port1on　of　wood．affected－by　the　d1sease，and－present　fungus　has　enzy㎜e

wh1ch　ox1d－1ze　some　pheno1compound．s　These　facts，may　be　concemed－w1th　the　occurence　of

brown1ng　on　affected．wood一
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